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(57)【要約】
【課題】液面が視認し易い液体供給ユニット及びそのよ
うな液体供給ユニットを備える記録装置を提供する。
【解決手段】液体供給ユニットは、液体を収容可能な液
体収容室及び液体収容室に液体を注入可能な注入口４２
を有する液体収容体４０と、液体収容体が装着される筐
体３０とを備える。液体収容体は、液体収容体の側面部
に設けられた第１透明部４０ｃと、注入口４２の周囲部
に設けられた第２透明部４０ｄとを有し、筐体３０は、
第１透明部４０ｃを視認可能とする窓部３１ｗと、第２
透明部４０ｄに光を入射させる採光部３２ａとを有する
。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を収容可能な液体収容室及び当該液体収容室に前記液体を注入可能な注入口を有す
る液体収容体と、前記液体収容体が装着される筐体とを備え、
　前記液体収容体は、前記液体収容体の側面部に設けられた第１透明部と、前記注入口の
周囲部に設けられた第２透明部とを有し、
　前記筐体は、前記第１透明部を視認可能とする窓部と、前記第２透明部に光を入射させ
る採光部とを有することを特徴とする液体供給ユニット。
【請求項２】
　前記採光部は、前記液体収容体の前記第２透明部を露出させる開口部である
　請求項１に記載の液体供給ユニット。
【請求項３】
　前記採光部は、前記液体収容体の前記第２透明部を覆う表面が平坦な透明部材により構
成されている
　請求項１に記載の液体供給ユニット。
【請求項４】
　前記窓部は、前記液体収容体の前記第１透明部を露出させる開口部である
　請求項２または請求項３に記載の液体供給ユニット。
【請求項５】
　前記窓部は、前記液体収容体の前記第１透明部を覆う表面が平坦な透明部材により構成
されている
　請求項２または請求項３に記載の液体供給ユニット。
【請求項６】
　前記採光部と前記窓部とが連結されている
　請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の液体供給ユニット。
【請求項７】
　前記注入口は、前記注入口が配置されている前記液体収容体の上部において前記側面部
に寄るように配置されている
　請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の液体供給ユニット。
【請求項８】
　前記筐体には、前記液体収容体の前記注入口を覆うカバーが取り付けられている
　請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の液体供給ユニット。
【請求項９】
　前記カバーの少なくとも一部分が透明または半透明である
　請求項８に記載の液体供給ユニット。
【請求項１０】
　請求項１～請求項９のいずれか一項に記載の液体供給ユニットと、媒体に液体を用いて
画像を記録する記録部とを備えることを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体を蓄える液体供給ユニット及びそのような液体供給ユニットを備える記
録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録装置の一例として、媒体に記録部からインク等の液体を噴射することにより印刷を
行うインクジェット式のプリンターが知られている。また、こうした記録装置として、記
録部が設けられたプリンター本体と、記録部に補充するためのインクを貯留する液体供給
ユニットとを備えるものがある（例えば、特許文献１参照）。この場合、液体供給ユニッ
トは、例えば、インク等の液体を注入可能である液体収容体と、液体収容体が装着される
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装着部とにより構成される。そして、装着部には、液体収容体内の液面の位置を視認する
ための窓部が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－５４８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、こうした記録装置においては、液体収容体の液面が見え難い場合がある。例
えば、液体収容体に液体を注入するとき、液面が上がるにつれて液面の位置が視認し難く
なることがある。本発明はこのような実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、液
面が視認し易い液体供給ユニット及びそのような液体供給ユニットを備える記録装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　上記課題を解決する液体供給ユニットは、液体を収容可能な液体収容室及び当該液体収
容室に前記液体を注入可能な注入口を有する液体収容体と、前記液体収容体が装着される
筐体とを備え、前記液体収容体は、前記液体収容体の側面部に設けられた第１透明部と、
前記注入口の周囲部に設けられた第２透明部とを有し、前記筐体は、前記第１透明部を視
認可能とする窓部と、前記第２透明部に光を入射させる採光部とを有する。この構成によ
れば、筐体の採光部を介して光が液体収容体内に入射するため、液面で反射する光の量が
増大し、液面が外部から視認し易くなる。
【０００６】
　上記液体供給ユニットにおいて、前記採光部は、前記液体収容体の前記第２透明部を露
出させる開口部であることが好ましい。この構成によれば、液体収容体の第２透明部に開
口部を介して光が直接入射するため、液面の視認性が高くなる。
【０００７】
　上記液体供給ユニットにおいて、前記採光部は、前記液体収容体の前記第２透明部を覆
う表面が平坦な透明部材により構成されていることが好ましい。この構成によれば、採光
部に付着したインクを拭い易くなる。
【０００８】
　上記液体供給ユニットにおいて、前記窓部は、前記液体収容体の前記第１透明部を露出
させる開口部であることが好ましい。この構成によれば、液体収容体の第１透明部に開口
部を介して光が入射するため、液面の視認性が高くなる。
【０００９】
　上記液体供給ユニットにおいて、前記窓部は、前記液体収容体の前記第１透明部を覆う
表面が平坦な透明部材により構成されていることが好ましい。この構成によれば、窓部に
付着したインクを拭い易くなる。
【００１０】
　上記液体供給ユニットにおいては、前記採光部と前記窓部とが連結されていることが好
ましい。
　この構成によれば、筐体の採光部と窓部との間を仕切る部材がないことから、採光部と
窓部とを合わせた部分の面積が大きくなり、液体収容体に入射する光の量が増大する。こ
のため、液面の視認性が向上する。
【００１１】
　上記液体供給ユニットにおいて、前記注入口は、前記注入口が配置されている前記液体
収容体の上部において前記側面部に寄るように配置されていることが好ましい。
　この構成によれば、液体収容体の第１透明部と第２透明部とが近くなり、第２透明部を
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介して入射した光のうち第１透明部に達する光の量が増大する。このため、液面の視認性
が高くなる。
【００１２】
　上記液体供給ユニットにおいて、前記筐体には、前記液体収容体の前記注入口を覆うカ
バーが取り付けられていることが好ましい。この構成によれば、液体収容体の注入口がカ
バーで隠されるため外観が向上する。
【００１３】
　上記液体供給ユニットにおいては、前記カバーの少なくとも一部分が透明または半透明
であることが好ましい。この構成によれば、カバーが閉じられた状態で液体収容体内に光
が入射する。このため、カバーが閉じられているときでも液面の視認性が高い。
【００１４】
　上記課題を解決する記録装置は、上記構成の液体供給ユニットと、媒体に液体を用いて
画像を記録する記録部とを備える。この構成によれば、上記液体供給ユニットにおける場
合と同様の作用効果を享受できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１実施形態の記録装置を備える複合機の斜視図。
【図２】液体供給ユニットの斜視図。
【図３】装着部の斜視図。
【図４】液体収容体の斜視図。
【図５】第１実施形態に係る液体供給ユニットの部分斜視図。
【図６】第２実施形態に係る液体供給ユニットの部分斜視図。
【図７】第３実施形態に係る液体供給ユニットの部分斜視図。
【図８】第４実施形態に係る液体供給ユニットの部分斜視図。
【図９】第５実施形態に係る液体供給ユニットの部分斜視図。
【図１０】第６実施形態に係る液体供給ユニットの部分斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　（第１実施形態）
　以下、第１実施形態に係る記録装置を備える複合機について図面を参照して説明する。
なお、記録装置は、例えば液体の一例であるインクを媒体の一例である用紙に噴射するこ
とにより記録を行うインクジェット式のプリンターで構成されている。また、そのプリン
ターは、用紙の搬送方向と交差する走査方向に沿うように記録部として機能する記録ヘッ
ド（液体噴射ヘッド）を移動させて記録を行う。なお、以下では、記録装置を使用可能な
状態に設置したときの鉛直方向を「上下方向Ｚ」として説明する。
【００１７】
　図１に示されるように、複合機１１は、媒体の一例である用紙Ｐに記録を行うプリンタ
ー１２Ａと、原稿の画像読取機能を有するスキャナー１２Ｂと、スキャナー１２Ｂに対す
る原稿給紙機能を有する自動給紙装置１２Ｃとを備える。プリンター１２Ａは、用紙Ｐに
対して液体の一例であるインクを吐出することで文字や写真等の画像の記録を行う記録部
１３と、記録部１３を収容する本体ケース１６とを備える。本体ケース１６には、用紙Ｐ
を排出する開口部１７が設けられている。なお、本体ケース１６において開口部１７が形
成されている側をプリンター１２Ａの前面側、その反対側を背面側と称する。
【００１８】
　記録部１３は、本体ケース１６の長手方向と一致する走査方向Ｘに沿って往復移動可能
なキャリッジ１４と、キャリッジ１４の下面に取り付けられた記録ヘッド１５とを備えて
いる。すなわち、記録部１３は、キャリッジ１４によって走査方向Ｘに沿って移動するこ
とで、走査方向Ｘにおける用紙Ｐの略全域に亘って記録する。
【００１９】
　本体ケース１６において開口部１７の下側には、用紙Ｐを収容する用紙カセット１８が
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取り付けられている。開口部１７には排出トレイ１９が設けられている。プリンター１２
Ａは、用紙カセット１８に載置された用紙Ｐを一枚ずつ搬送し、記録部１３により用紙Ｐ
に画像を記録し、画像が記録された用紙Ｐを排出トレイ１９に向けて排出する。ここで、
用紙Ｐが搬送される搬送方向Ｙは、プリンター１２Ａの背面から前面に向かう方向と一致
し、キャリッジ１４の移動方向である走査方向Ｘと交差する。なお、複合機１１には、プ
リンター１２Ａを操作するために使用される操作部が設けられている。
【００２０】
　図２に示されるように、プリンター１２Ａは、記録部１３に供給するためのインクを貯
留する液体供給ユニット２０を備える。液体供給ユニット２０は、走査方向Ｘにおいてプ
リンター１２Ａの本体ケース１６の一側面（図１において右側の面）に取り付けられてい
る。液体供給ユニット２０は、インクを収容する液体収容体４０と、液体収容体４０が装
着される筐体３０とを含めて構成される。筐体３０の上部にはカバー３３が開閉可能に取
り付けられている。カバー３３が開けられると、筐体３０に装着された液体収容体４０の
注入口４２（後述参照）が現れる。
【００２１】
　筐体３０には、搬送方向Ｙに沿って複数の液体収容体４０が装着される。本実施形態に
おいては、４つの液体収容体４０が筐体３０に装着されており、搬送方向Ｙにおいて最も
下流側に位置する液体収容体４０は、他の３つと比較して大容量のものとなっている。そ
して、これらの４つの液体収容体４０には、例えば、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラ
ックの４色のインクが収容されていて、搬送方向Ｙにおいて最も下流側に位置する大容量
の液体収容体４０には、使用頻度の高いブラックのインクが収容されている。
【００２２】
　図２に示されるように、筐体３０は、複数の液体収容体４０が装着される装着部３１と
、装着部３１に装着された状態にある複数の液体収容体４０の一部を覆う覆い部３２とを
含めて構成されている。筐体３０には、液体収容体４０に収容されたインクの残量を確認
するための窓部３１ｗと、液体収容体４０に光を入射させる採光部３２ａとが設けられて
いる。
【００２３】
　図３に示されるように、装着部３１は、底壁３１ａと、底壁３１ａの端縁から上方に延
びて搬送方向Ｙに交差する一対の側壁３１ｂ，３１ｂと、底壁３１ａの端縁から上方に延
びて走査方向Ｘに交差する内側壁３１ｃ及び外側壁３１ｄと、底壁３１ａの上方に配置さ
れる上壁３１ｅとを備える。上壁３１ｅは、その上方がカバー３３により覆われ得る。内
側壁３１ｃは、走査方向Ｘに交差する一対の側壁のうちプリンター１２Ａの本体ケース１
６側に配置される側壁であり、外側壁３１ｄは、走査方向Ｘに交差する一対の側壁のうち
外側に配置される側壁である。
【００２４】
　上壁３１ｅには、液体収容体４０に対応するように上部開口部３１ｘが設けられている
。上部開口部３１ｘは、上壁３１ｅにおいて外側壁３１ｄ側の端縁から内側壁３１ｃに向
かって延びる切欠きとして構成されている。外側壁３１ｄには、上述の窓部３１ｗが液体
収容体４０の視認面４１（図２参照）に対応して設けられている。窓部３１ｗは、外側壁
３１ｄにおいて上壁３１ｅ側の端縁から底壁３１ａに向かって延びる切欠きとして構成さ
れ、液体収容体４０の視認面４１（後述参照）を露出させる。
【００２５】
　覆い部３２は、装着部３１の上壁３１ｅと液体収容体４０との間に配置される（図２参
照）。覆い部３２は、上壁３１ｅの上部開口部３１ｘの一部分を封鎖する。覆い部３２に
は、上述の採光部３２ａが設けられている。採光部３２ａは、液体収容体４０の注入口４
２及びその周囲部（すなわち後述の第２透明部４０ｄ）を露出させる。露出させる部分の
面積（注入口４２を含む面積）は、例えば、注入口４２の開口面積の１．５倍以上の大き
さに構成される。露出させる部分の面積が小さいと、その効果が表れにくいからである。
具体的には、採光部３２ａは、覆い部３２において外側壁３１ｄ側の端縁から内側壁３１
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ｃ側に延びる切欠きとして構成される。装着部３１の窓部３１ｗと覆い部３２の採光部３
２ａとは連結して１つの開口部を構成する（図５参照）。
【００２６】
　覆い部３２には、キャップ４５（後述参照）を載置するための載置部３２ｂが設けられ
ている。載置部３２ｂは、覆い部３２において、カバー３３を開けることにより露出する
ところに配置されている（図２参照）。
【００２７】
　図４に示されるように、液体収容体４０は、開口部４０ｂを有する箱形の樹脂製容器４
０ａと、開口部４０ｂを封止するシート部材（図示省略）とを備える。インクは、樹脂製
容器４０ａとシート部材とにより囲まれる液体収容室４６に貯留される。
【００２８】
　液体収容体４０の上部には、液体収容室４６にインクを注入するための注入口４２が設
けられている。注入口４２は、液体収容室４６の上部において側面部４０ｓ寄り（視認面
４１寄り）に配置され、液体収容体４０の上部から上方に向かって突出する筒部として構
成されている。液体収容室４６と外部（液体収容室４６の外側の空間）とは注入口４２を
介して連通する。
【００２９】
　注入口４２には、当該注入口４２を閉塞するキャップ４５が着脱可能に設けられている
。キャップ４５は、注入口４２を上方から覆うようにして装着される。また、液体収容体
４０の上部には、注入口４２とは異なる位置に、大気連通孔４９が設けられている。大気
連通孔４９は、液体収容体４０内に設けられた第１空気室５０と連通する。第１空気室５
０は、同じく液体収容体４０内に設けられた蛇行経路５１の一端と連通し、蛇行経路５１
の他端は、液体収容体４０内に設けられた第２空気室５２と連通する。第２空気室５２は
、液体収容室４６と連通する。すなわち、大気連通孔４９、第１空気室５０、蛇行経路５
１、及び第２空気室５２は、液体収容室４６内と液体収容室４６外とを連通させる大気連
通経路５３を構成する。大気連通経路５３は、液体収容室４６内に収容されたインクが記
録部１３に供給されることに伴って、液体収容室４６内が負圧になることを抑制する。
【００３０】
　液体収容体４０には、インクが流出する流出口４４が設けられている。流出口４４には
供給チューブ６０が接続されている（図１参照）。供給チューブ６０の一端は液体収容体
４０に接続され、その他端は記録部１３に接続されている。すなわち、液体収容体４０に
収容されるインクは、筐体３０から供給チューブ６０によって記録ヘッド１５に供給され
る。なお、供給チューブ６０は、液体収容体４０に対してそれぞれ１本ずつ接続されてい
るが、図１においては、図の簡略化のために１本だけ図示している。
【００３１】
　図５に示されるように、液体収容体４０の側面部４０ｓには、インクの残量を視認させ
るための視認面４１が設けられている。上述したように、視認面４１は、筐体３０の窓部
３１ｗから露出する。視認面４１には、液体収容室４６に収容可能なインクの上限量を示
す上限目盛４８が設けられている。
【００３２】
　液体収容体４０において視認面４１を有する側面部４０ｓは、液体収容室４６内に収容
されているインクの残量を視認することができるように、透明もしくは半透明の樹脂部材
で構成されている。すなわち、液体収容体４０の側面部４０ｓにおいて視認面４１を含む
部分は、第１透明部４０ｃとして構成されている。
【００３３】
　また、液体収容体４０の上部において注入口４２の周囲部は、液体収容室４６内に光が
入射するように、透明もしくは半透明の樹脂部材で構成されている。すなわち、液体収容
体４０の上部において注入口４２の周囲部は第２透明部４０ｄとして構成されている。
【００３４】
　次に、液体供給ユニット２０の作用を説明する。
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　従来の液体供給ユニット（図示略）においても本実施形態の液体供給ユニット２０にお
ける窓部３１ｗに相当する窓部が設けられている。従って、その窓部を介して液体収容体
４０の液面は視認される。しかし、従来の液体供給ユニットでは、液体収容体４０にイン
クを注入するときにおいて液面が視認し難くなることがある。インクの注入により液面が
上限目盛４８に近づくと、視認面４１を通過して液体収容体４０に進入する光のうちその
液面で反射する光（特に、空気層側で反射する光）の量が少なくなるからである。
【００３５】
　これに対し、本実施形態の液体供給ユニット２０は、その筐体３０に光を採り入れる採
光部３２ａを有する。採光部３２ａは、液体収容体４０の注入口４２及びその周囲部が露
出するように構成されているため、光は、液体収容体４０の注入口４２及びその周囲部に
照射する。また、液体収容体４０の注入口４２の周囲部は透明または半透明に構成されて
いるため、光は、液体収容体４０内に進入し、液面を照らす。このようなことから液面の
視認性が高くなる。
【００３６】
　また、本実施形態では、注入口４２は装着部３１の上部において視認面４１側に配置さ
れているため、注入口４２が視認面４１とは反対面側に配置されている構成に比べて、注
入口４２の周囲部から進入し液面で反射して視認面４１から出る光の量が増大する。この
ため、この構成によれば、液面の視認性が更に高くなる。
【００３７】
　本実施形態の液体供給ユニット２０及びそれを備えるプリンター１２Ａによれば、以下
のような効果を得ることができる。
　（１）液体供給ユニット２０においては、筐体３０の採光部３２ａを介して光が液体収
容体４０内に入射するため、液面で反射する光の量が増大し、液面が外部から視認し易く
なる。
【００３８】
　（２）また、液体供給ユニット２０においては、液体収容体４０の第２透明部４０ｄに
開口部として機能する採光部３２ａを介して光が直接入射するため、液面の視認性が高く
なる。
【００３９】
　（３）また、液体供給ユニット２０においては、液体収容体４０の第１透明部４０ｃに
開口部として機能する窓部３１ｗを介して光が入射するため液面の視認性が高くなる。
　（４）また、液体供給ユニット２０においては、筐体３０の採光部３２ａと窓部３１ｗ
との間を仕切る部材がないことから、採光部３２ａと窓部３１ｗとを合わせた部分の面積
が大きくなり、液体収容体４０に入射する光の量が増大する。このため、液面の視認性が
向上する。
【００４０】
　（５）また、液体供給ユニット２０においては、液体収容体４０の第１透明部４０ｃと
第２透明部４０ｄとが近くなり、第２透明部４０ｄを介して入射した光のうち第１透明部
４０ｃに達する光の量が増大する。このため、液面の視認性が高くなる。
【００４１】
　（６）また、液体供給ユニット２０においては、液体収容体４０の注入口４２がカバー
３３で隠されるため、液体供給ユニット２０の外観が向上する。
　（７）そして、プリンター１２Ａでは、液体供給ユニット２０と、用紙Ｐにインクを用
いてが画像を記録する記録部１３とを備えるので、液体供給ユニット２０における場合と
同様の作用効果を享受できる。
【００４２】
　（第２実施形態）
　図６を参照して、液体供給ユニット２０の他の例を説明する。
　第１実施形態では、装着部３１の窓部３１ｗと覆い部３２の採光部３２ａとが連結され
ているが、本実施形態では、装着部３１の窓部３１ｗと覆い部３２の採光部３２ａとが連
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結されず、独立して存在する。すなわち、装着部３１の窓部３１ｗは、外側壁３１ｄに設
けられた貫通孔として構成されている。覆い部３２の採光部３２ａは貫通孔として構成さ
れている。このような構成によっても、実質的に第１実施形態と同様の効果が得られる。
【００４３】
　（第３実施形態）
　図７を参照して、液体供給ユニット２０の他の例を説明する。
　第１実施形態では、装着部３１の窓部３１ｗと覆い部３２の採光部３２ａとが連結され
ており、液体収容体４０の視認面４１（後述参照）が露出し、かつ液体収容体４０の注入
口４２及びその周囲部が露出する。この構成に対して、本実施形態では、装着部３１の窓
部３１ｗと覆い部３２の採光部３２ａが連結されており、液体収容体４０の視認面４１と
、液体収容体４０の注入口４２の周囲部とが、透明または半透明な透明部材３４により覆
われている。透明部材３４の表面は凹凸の少ない平坦面（または凹凸がない平坦面）とし
て構成され、液体収容体４０の注入口４２を挿通する貫通孔３４ａを有する。透明部材３
４は、可撓性フィルム、剛性樹脂板、またはガラス板等で構成される。この構成によって
も、実質的に第１実施形態と同様の効果が得られる。更に、液体収容体４０の視認面４１
と液体収容体４０の注入口４２の周囲部とが、透明部材３４により覆われるという構成に
よれば、注入口４２から漏れたインクを拭き易いという効果が得られる。視認面４１にイ
ンクが付着したり、拭った後のインクが固着したりすると、液体収容体４０内に入射する
光の量が減少し、液面が視認し難くなる。このようなことから、拭き易いという効果は、
液面の視認性を高い状態で維持する点、または、液面の視認性を回復させる点においてメ
リットがある。
【００４４】
　従って、このような構成によれば、採光部３２ａは、液体収容体４０の第２透明部４０
ｄを覆い、表面が平坦な透明部材３４により構成されているため、採光部３２ａに付着し
たインクが拭い易い。また、窓部３１ｗは、液体収容体４０の第１透明部４０ｃを覆い、
表面が平坦な透明部材３４により構成されているため、窓部３１ｗに付着したインクが拭
い易い。
【００４５】
　（第４実施形態）
　図８を参照して、液体供給ユニット２０の他の例を説明する。
　本実施形態に係る液体供給ユニット２０は、第３実施形態に係る液体供給ユニット２０
において、装着部３１の窓部３１ｗと覆い部３２の採光部３２ａとを独立させたものであ
る。本実施形態では、第２実施形態と同様の効果に加えて、第３実施形態の効果が得られ
る。
【００４６】
　（第５実施形態）
　図９を参照して、液体供給ユニット２０の他の例を説明する。
　本実施形態に係る液体供給ユニット２０は、第３実施形態に係る液体供給ユニット２０
において、透明部材３４の構成が変更されたものである。透明部材３４は、液体収容体４
０の視認面４１を露出させ、かつ液体収容体４０の注入口４２の周囲部を覆う。この構成
によれば、上記透明部材３４の存在することによる効果（第３実施形態の効果）に加えて
、次の効果を奏する。すなわち、視認面４１が露出するため、第３実施形態に比べて液面
が視認し易くなるという効果がある。
【００４７】
　（第６実施形態）
　図１０を参照して、液体供給ユニット２０の他の例を説明する。
　本実施形態に係る液体供給ユニット２０は、第５実施形態に係る液体供給ユニット２０
において、装着部３１の窓部３１ｗと覆い部３２の採光部３２ａとを独立させたものであ
る。本実施形態では、第５実施形態と同様の効果が得られる。
【００４８】
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　（その他の実施形態）
　各実施態様は上記に示した態様に限られるものではなく、各実施形態は以下に示すよう
に変更され得る。
【００４９】
　・上記各実施形態では、液体収容体４０において側面部４０ｓからなる第１透明部４０
ｃ及び注入口４２の周囲部からなる第２透明部４０ｄが、液体収容体４０の透明または半
透明の部分として構成されているが、液体収容体４０において第１透明部４０ｃ及び第２
透明部４０ｄ以外の部分も透明または半透明に構成され得る。すなわち、液体収容体４０
の全体が透明部材または半透明部材により構成され得る。なお、液体収容体４０の全部が
透明または半透明部材により構成される場合、視認面４１を有する側面部４０ｓ以外の部
分かつ注入口４２の周囲部以外の部分がシールまたは塗料により遮光されるように構成さ
れ得る。
【００５０】
　・上記各実施形態において、カバー３３の構成は次のように変更され得る。カバー３３
において、カバー３３が閉じられた状態で液体収容体４０の注入口４２の上方にあたる部
分、または当該部分を含む領域は、透明または半透明の部材により構成され得る。この構
成によれば、カバー３３が閉じられた状態で液体収容体４０内に光が入射する。このため
、カバー３３が閉じられているときでも液面の視認性が高い。
【００５１】
　・上記各実施形態において、筐体３０は、複数の液体収容体４０が装着される装着部３
１と、複数の液体収容体４０の一部を覆う覆い部３２とを含めて構成されているが、筐体
３０の構成はこれに限定されない。筐体３０は、液体収容体４０を装着し得る構造を有し
、かつ、窓部３１ｗと、採光部３２ａとを有するものであればよい。例えば、筐体３０に
おいて、覆い部３２は省略され得る。この場合、装着部３１の上壁３１ｅに採光部３２ａ
が構成される。この構成の場合は、液体収容体４０が装着部３１の下側または横側から差
し込むことができるように、底壁３１ａまたは内側壁３１ｃ等が開閉可能または着脱可能
に構成される。
【符号の説明】
【００５２】
　１２Ａ…プリンター（記録装置）、１３…記録部、２０…液体供給ユニット、３０…筐
体、３１ｄ…外側壁、３１ｅ…上壁、３１ｘ…上部開口部、３１ｗ…窓部、３２…覆い部
、３２ａ…採光部、３３…カバー、３４…透明部材、４０…液体収容体、４０ｃ…第１透
明部、４０ｄ…第２透明部、４０ｓ…側面部、４１…視認面、４２…注入口、４６…液体
収容室、Ｐ…用紙（媒体）。
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